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1. Jobs 仕事 

現状の課題 

技術革新は、仕事の種類や雇用の形態への変化をもたらした。定型的な反復作業は、既に人間から、コンピューターに代

替している。今後この傾向は一層強まるものと考えられる。 

 

この技術革新に伴い、労働市場から求められるスキルが変化している。下の図は、日本の作業形態の需要の変化を表した

ものである。「型の決まっている反復作業/手作業」と「型の決まっている反復作業/認識的作業」の需要が減少し、「型の

決まっていない作業/双方向的な作業」「型の決まっていない手作業」が増加している。 

 

日本の図．求められるスキルの傾向ー日本 

機械的作業と非機械的作業の全体指標 

 

 

こういった「型の決まっていない非反復作業/分析的作業と双方向の作業形態」が重要になる時代において、スキルの獲得

がますます重要になってきている。十分なスキルを持っていない人々は，社会の周辺に追いやられ，また，スキルを備え

た人材がいなければ，国は，知識基盤経済やグローバルな競争のなかで生き残っていくことができない。 

 

同時に、どの分野においても、イノベーションを創造するスキル、すなわち創造性、批判的思考、コミュニケーション、

起業家精神、仕事における調整作業が重要とされている。次頁の図では、革新を導入する学生は、「新たなアイディア/解

決策を見出す」「アイデアに疑問を呈する意欲」「人にアイデアを発表する」「チャンスに敏感である」ことが重要とす
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る上位 4 位をしめた。 

 

 

 

 

2030年予測と教育への示唆 

The Future of Work:Jobs and skills in 2030 は，2030 年のイギリスにおける仕事やスキルの変化について，以下のような

予測を行っている。 
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come up with new ideas/solutions
willingness to question ideas

present ideas to audience
alertness to opportunities

coordinate activities
analytical thinking

acquire new knowledge
mobilize capacities of others

make your meaning clear
master of your own field

write reports or documents
work productively with others

write/speak a foreign language
use time efficiently

use computers and internet
perform under pressure

negociate
knowledge of other fields

assert your authority

    (           )

新たなアイディア/解決策を見出す
アイディアに疑問を呈する意欲

人にアイディアを発表する
チャンスに敏感である

活動を準備・調整する

分析的思考
新しい知識の習得

他者の能力を運用する
自らの考えを明確にする

専門分野の修得

レポート、書類作成能力
他者と生産的に仕事を行う
外国語で書き、話す能力

時間を効率的に使う
コンピュータ/インターネット活用

プレッシャーのもと行動する

交渉力

専門分野外の知識
自己の権限を主張する



 

• 職場の高齢化、女性の進出、外国人の増加、等多様性が増加、 

• 所得が不安定になり，所得の地域格差が増大 

• ワークライフバランスを求める声が増加 

• ICTや外部委託の活用，国際化，柔軟な対応求められる職場環境へ変化 

• テクノロジーを集結させ，異なる分野に対応するスキルが求められる 

• 商品のデジタル化や 3Dプリンタなどの技術も活用した自動化された生産工程が増加 

• 環境や生態系に配慮した新しい先駆的な企業の取り組みが重要に 

• 資源の不足と生態系の破壊が進み，資源の枯渇や，コストが増大 

2030 年に予想される教育的課題？たとえば･･･ 

 

◆ これからの社会に必要な「型の決まっていない非反復作業スキル」「分析的作業スキル」と

「双方向の作業スキル」は、学校や地域で、どのような活動を通して、身に着けることができ

ますか？ 

◆ イノベーションを導入するために必要な「新たなアイディア/解決策を見出す」「アイデアに疑

問を呈する意欲」「人にアイデアを発表する」「チャンスに敏感である」ことは、学校や地域

で、どのような活動を通して身につけることができますか？ 

◆ これからの社会に求められるスキルを身につけた人が、大学や高校の受験や、会社の入社試験

で認められるためには、どのような社会の変革が必要ですか？ 

 

 

  



2. Income 収入 

 

 

 



 

 

 

  



3. Housing 居住 

 



 

総務省 「通信利用動向調査」 平成３０年度 



 

 

 

  



4. Work-life Balance ワークライフバランス 

Student time spent on homework 

The amount of time students spend doing homework shrank between 2003 and 2012 in 31 

out of 38 countries and economies with comparable data. 

 



Teachers’ workload 

TALIS 2018 shows us that around one in five teachers across OECD countries reports 

experiencing a high level of stress from their work. Teachers cite among their biggest 

sources of stress having too much administrative work, being held responsible for the 

achievement of their students and keeping up with changing requirements from the 

governments in their countries. 

 

A critical precondition for the use of quality teaching practices is to make the most of 

classroom time to implement them. On average across the OECD, teachers report 

spending 78% of classroom time on actual teaching and learning (the equivalent of 47 

minutes of a 60-minute lesson), with the rest of classroom time spent on keeping order 

(13%, or 8 minutes) and administrative tasks (8%, or 5 minutes) (Figure 17). 

 

  



参考：大学生の実情：平成 30 年度 学生生活実態調査報告書 （1019 名） 

http://www.univ.aino.ac.jp/file/life/inspection.pdf 

 

 

 
  

http://www.univ.aino.ac.jp/file/life/inspection.pdf


5. Safety 安全 

 

 



 



  



6. Life Satisfaction 人生の幸福 

 



 

 

7. Health 健康 



 

 



 





 



 

  



8. Civic Engagement 市民参加 

現状の課題 

20 世紀は「戦争の世紀」と呼ばれ，1 億人もの人々が命を落とし，その半数が兵士ではない市民だったと言われている。

20 世紀は、戦争に反対し平和を求める運動が本格的に始まった世紀でもあり，平和を求める運動は，今日に至るまで

脈々と続いている。 

 

21 世紀の今日，世界各地で戦争や紛争が起こっている。日本も，歴史問題や領土問題を巡るアジアやロシアとの緊迫し

た関係性や，米国との間の沖縄問題などの深刻な問題を抱えており，当事者としてそれらの解決に向けて取り組む必要性

に直面している。また，私たちの日常生活においても，人権を尊重せず，人の命を奪うような悲しい事件が日々起きてい

る。戦争や争いをなくし，平和な世界をいかにしてつくっていくことができるか。この問いは，私たちにとって，避けて

通ることはできない重要な課題である。 

 

その一方で，各国における投票率の低下に見られるように，市民一人一人が当事者意識を持ち，民主主義や政治・社会に

参加していくことがますます少なくなってきている。一人一人が「社会の一員」としての意識を高め，社会や政治に参加

していくことをいかに促していくかは，大きな課題である。 

（下図：1950 年，1980 年，2010 年における議会の投票率） 

 

その中でも、子ども・若者の民主主義に対する関心は、重要である。こども・若者が健やかに成長し，それぞれの可能性

を最大限に発揮できるようにするためには，何よりもまず子ども・若者の立場を第一に考えていくことが必要である。 

 

【40歳になった時幸せになっている？】 

日本の若者は諸外国と比べて，自分の将来に明るい希望を持っていない。自分の将来に希望を持っている割合は 6 割

強，40 歳になったときに幸せになっていると思う割合は 7 割弱で，いずれも諸外国の中で日本が最も低い。「自分自

身に満足している」「自分には長所がある」と答えた割合も、日本は７カ国中最低。自分に自信が持てず、将来につい

ても悲観的な日本の若者像が浮き彫りとなった。  



 

 

 

【社会形成・社会参加の意識？】 

社会問題への関与や自身の社会参加について，日本の若者の意識は諸外国と比べて，相対的に低い。「社会をよりよく

するため，社会問題に関与したい」と思っている日本の若者の割合は 4 割強，同様に「私の参加により，変えてほしい

社会現象が少し変えられるかもしれない」と思っている割合は約 3 割となっており，いずれも日本が最も低い。 

 

 

 

＜これからの課題＞ 

• 1980 年代までは米国を中心とした自由主義圏と、ソ連（現在のロシア）を中心とした社会

主義圏が対立していたが、現在は米国と中国の対立が国際政治・経済を不安定化させてい

る。今後 15〜20年の間に，国際社会における力関係が今日よりも更に拡散し、複雑化する。 

• 多極化の進行、地域主義の拡大、経済の低迷，累積赤字による分裂などの可能性もある。 

• インターネットの拡大は、国の統治にとって両刃の剣（一方では非常に役に立つが，一方で

は大きな害になる危険性があること）となる。市民が共同し、政府に挑んでいくことが可能

になる一方で，ICTによる個人の管理や情報統制も可能になっている。 



• 世界が抱える世界共有の問題に考える場所を、学校でもうける必要がありますか？ どの

授業で行いますか？ 受験やテスト勉強などの授業をこなすのでいっぱいの場合、こうい

った課題は、どのように学ぶことができるでしょうか？ 

• 各国は，世界紛争の解決を「教育」に期待していますが、教育はどのような役割を果たすこ

とができますか？ できるとすると、どんなことが、学校・クラスでできますか？ 

• 成人になったら（日本人の生徒は 18 才）選挙に行きますか？ 全ての成人に選挙に参加す

る社会にするためには、学校でできることはありますか？ 

• 生徒会などの活動以外で、学校で生徒による意思決定の場はありますか？ 教員と生徒が同

じ人間として対等に協働していく事例には、どのような活動がありますか？ 

  



9. Environment 環境 

今日，私たちは，多くの自然環境の問題に直面している。自然の資源が急速に消費されているほか，私たちが生活に必要

とするエネルギーの需要も増えている。下の図から，1990 年から 2010 年までの間で，世界中で行われている森林伐採に

よって，生物の多様性が縮小していることが分かる。 

 

（下図：森林が占める割合の変化 1990-2010） 

 

 

また，次の図は，1980 年から 2009 年までの間に，自然災害がより多くの場所で見られるよう 

になってきていることを示している。 

 

（下図：種類別(台風・ハリケーン，干ばつ，洪水)の自然災害の数の変遷） 

 

 

• このまま何も行わなければ、今後数十年の間に，環境基盤は大きく変化し，もう元には戻せ

ないような状態になる。そのことによって経済発展の維持も難しくなる。 



• 温室効果ガスの全世界排出量は、2030 年までに 37%、2050 年までに 52%増加すると予測

されている。このことは，地球温暖化が 2050 年までに産業革命以前のレベルから 1.7～2.4℃

の範囲で上昇し，熱波、干ばつ、暴風雨や洪水の増加や農作物に深刻な被害を与える可能性

が高いことを意味している。 

 

• 気候の変化に加えて，農業の拡大などにより、現在知られている多数の生物種が絶滅すると

考えられている。食糧及びバイオ燃料の生産のため、世界中で農地を 10%増やす必要が生

じ、それに伴い野生動物の生息地がさらに減少する。生物多様性の損失が続くことにより、

経済成長や人間の健康を支える貴重な生態系が損なわれる。 

 

• 適切な政策枠組みにより、再生可能エネルギーや、炭素回収・貯蔵技術などの低炭素の代替

工程・燃料の普及を図ることが必要である（新技術の研究や開発のための規制や支援，更な

る技術革新のインセンディブを与えることなど）。 



 

環境について、どのように学ぶのが一番効果的だろうか？ 

 ＊ 学校の授業（地球科学や生物，環境，環境科学など）でコマを増やすのがいいですか？ 

 ＊ それとも、学校外の地域活動が増えるのがいいですか？ 

 ＊ その他の案はありますか？ 

「環境に優しい経済」と「環境を破壊する経済」の例を挙げて比較しましょう。 

これらの問題に，地域，国レベルだけでなく，世界レベルで取り組んでくための国際的な協力には、どのようなスキル、

知識や態度が必要ですか？ 

 

 

  



10. Education 教育 

 

 



 



 

 



 

  



11. Community コミュニティ 

 



 


